
③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

現
場
写
真
と
被
災
物
に
解
説
を
添
え
、
過

去
の
津
波
の
資
料
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

４
月
８
日
㊌
〜
５
月
31
日
㊐

食
と
地
域
の
暮
ら
し
展 V

o
l.9

 

　

わ
が
青
春
の
気
仙
沼
市
役
所
物
語

私
た
ち
の
生
活
を
66
年
に
わ
た
っ
て
支
え
て

き
た
現
庁
舎
の
写
真
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
通

じ
、
そ
の
歴
史
や
価
値
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

６
月
13
日
㊏
〜
８
月
30
日
㊐

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

　
　V

o
l.9

2

星 

和
真 

展 

(山
形
県
在
住
)

動
物
や
風
景
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
抽
象
化
し

た
油
彩
画
を
制
作
し
て
い
る
作
家
で
す
。
約
25
点

の
油
彩
画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

　
　V

o
l.9

3

石
川
優
太 

展 

(岩
手
県
在
住
)

絵
画
を
制
作
し
つ
つ
、
和
食
料
理
店
を
営
む

異
色
の
作
家
で
す
。
人
体
や
生
命
を
テ
ー
マ
と
し

た
作
品
約
25
点
を
紹
介
し
ま
す
。
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広
報

広
域

）

■ 気仙沼・南三陸フォトコンテスト入賞作品・・・・・・・・・❷
■ 令和８年度組合一般会計予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❸
■ 人事行政の運営等の状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・❹
■ 広域消防 令和７年消防統計・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❻
■ 林野火災（山火事）を防止するために ・・・・・・・・・・・・・・・❼
■ リアス･アーク美術館からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・❽

けせんぬま・もとよし

広報
広域

『 神割崎、光の狭間 』 （神割崎）

荒谷 拓実 さん （石巻市）

発行／気仙沼・本吉地域広域行政事務組合

（気仙沼市赤岩五駄鱈 43-2／TEL：0226-22-9111）

フォトコンテスト

入賞作品決定

RIA
S A
RK
 M
USEUM

 OF A
RT

ア
リ

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

!

現
在
の
管
理
運
営
は
、
気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の

一
市
一
町
(
圏
域※

)
で
構
成
す
る
気
仙
沼･

本
吉
地

域
広
域
行
政
事
務
組
合
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
「気
仙
沼
市
」が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

開
館
当
時
設
立
し
た
基
金
残
高
の
減
少
と
各
市

町
の
出
資
金
を
財
源
と
す
る
次
期
活
動
計
画
の
策

定
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
現
行
の
活
動
計
画
が
終
了

と
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
移
管
と
な
り
ま
す
。

円
滑
な
移
管
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
「
リ
ア
ス･

ア
ー

ク
美
術
館
移
管
準
備
担
当
者
検
討
委
員
会
」
を
開
催

し
、
規
約
や
条
例
の
制
定
、
改
廃
、
組
織
機
構
・
運
営

体
制
な
ど
の
確
認
や
課
題
を
解
決
す
る
複
数
の
部

会
に
よ
り
、
各
種
の
対
応
方
針
・
方
策
等
の
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
気
仙
沼
市
に
よ
る
管

理
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

※

開
館
の
平
成
６
年
当
時
、
圏
域
は
気
仙
沼
市
、
志
津

川
町
、
津
山
町
、
本
吉
町
、
唐
桑
町
、
歌
津
町
の
一
市
五
町

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

展
覧
会
事
業
な
ど
は
、
移
管
後
も
大
き
な

変
化
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
過
去
の
蓄
積
を
最
大
限
活
用
し

て
い
く
と
い
う
指
針
に
よ
る
も
の
で
、
公
募

や
常
設
展
で
の
紹
介
地
域
の
対
象
エ
リ
ア

も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
南
三
陸
町
を
範

囲
に
含
み
ま
す
。

ま
た
、
圏
域
(気
仙
沼
・南
三
陸
)内
の
小
、

中
学
生
に
配
布
し
て
い
る
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー

ト
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

三
陸
地
域
の
歴
史
・
生
活
文
化
を
【
食
】
を

軸
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
　

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示
　
　

東
北
・
北
海
道
を
中
心
と
し
た
当
館
ゆ
か

り
の
美
術
家
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

当
館
主
催
の
市

民
参
加
型
文
化
祭
。

表
現
活
動
を
行
う

方
々
の
絵
画
・
写

真
・
手
工
芸
等
の
展

示
や
楽
器
演
奏
会

な
ど
を
週
替
わ
り

で
紹
介
し
ま
す
。

11
月
11
日
㊌
〜
12
月
５
日
㊏

リ
ア
ス
・ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展 

気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学
生
を

対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。
夏
休

み
明
け
に
学
校
を
通
じ
て
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
賞
品
も
あ
り
ま
す
よ
！

令
和
９
年 

２
月

６
日
㊏
〜
３
月

22
日
㊊
㊗
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　V

o
l.9

4

菅
野
麻
衣
子 

展 

(岩
手
県
在
住
・絵
画
)

N
.E

.b
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o
d

 2
1

　
　V

o
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5

佐
野
美
里 

展 (宮
城
県
在
住
・木
彫
)

＊
他
に
も
市
立
小
中
学
校
作
品
展
な
ど
の
共
催
展
や

当
館
主
催
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
な
ど
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が
、
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
「
令
和
８
年
度

展
覧
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
展
覧
会
の
会
期
等
は
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
事
前
に
チ
ラ
シ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

展
覧
会
予
定

気
仙
沼
市
へ
の
移
管
に
つ
い
て

常
設
展
生
活
史
・美
術
・災
害
史

企
画
展 

絵
画
・彫
刻
・資
料
写
真
・文
化
祭

令
和
８
年
度

既
報
の
と
お
り
４
月
か
ら
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
が

当
広
域
組
合
か
ら
気
仙
沼
市
へ
移
管
さ
れ
ま
す
。

新
！
方
舟
祭
２
０
２
６

９
月

25
日
㊎
〜
1１
月

１
日
㊐

美
—開 館 時 間—

午前９時30分～午後５時
※最終入館は午後４時30分まで

—休 館 日—

月･火曜日、祝日の翌日（土日祝除く）

月曜祝日振替休館（同週の水曜日）

年末年始・メンテナンス休館

—常 設 展 観 覧 料—

一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円

高校生：500（400）円

小･中学生：350（250）円
※（）は 20 名以上の団体料金

※圏域内小中高生はﾌﾘｰﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ利用で無料！

—所 在— ・ —お 問 合 せ 先—

〒988-0171気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611

FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com

http://www.riasark.com

4月よりホームページ・Ｅメール

　アドレスが変わります。ご注意

　　ください！新アドレスはこちら

ホームページ

Ｅメール

❽広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.3.1



歳出

佳

　作

「
未
来
に
残
し
た
い
、
私
た
ち
の
今
」

を
テ
ー
マ
に
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
で
撮

影
さ
れ
た
写
真
を
対
象
と
し
た
、
第
10

回
気
仙
沼
・
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
38
人
の
方
か
ら
86
点
の
作
品
を
ご

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
は
、
１
月
９
日
に
気
仙
沼
・
本
吉

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
審
査

委
員
長
で
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
斎
藤
秀

一
氏(

斎
藤
秀
一
写
真
事
務
所
・
仙
台

市)

よ
り
、
「
圏
域
外
に
お
住
い
の
方
々

か
ら
の
応
募
が
多
く
、
斬
新
で
新
し
い

写
真
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
視

点
で
は
な
く
、
外
部
か
ら
の
視
点
で
見

る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
の
新
た
な
良
さ

を
発
見
で
き
る
よ
う
な
写
真
が
増
え
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
」
と
の
総
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

賞

候

補

▽
「操
業
準
備
良
し
」

 

藤
村

　和
也 

さ
ん 

(気
仙
沼
市
) 

▽
「増
え
て
い
く
灯
り
、
気
仙
沼
の
夜
」

 

佐
藤

　剛
士 

さ
ん 

(気
仙
沼
市
)

▽
「日
の
出
と
共
に
」

 

首
藤

　正
明 

さ
ん 

(南
三
陸
町
)

▽
「赤
坂
公
衆
園
、
母
娘
並
ん
で
」

 

荒
谷

　拓
実 

さ
ん 

(石
巻
市
)

▽
「時
化
模
様
」

 

昆
野 

三
津
男 

さ
ん 

(気
仙
沼
市
)

▽
「ど
う
ぞ
。
」

 

小
野
寺 

清
春 

さ
ん  

(南
三
陸
町
)

▽
「第
八
太
喜
丸
、
サ
ン
マ
漁
へ
」

 

佐
藤

　信
生 

さ
ん 

(気
仙
沼
市
)

歳入

※（）内は構成比

総
額

一 般 予会 計 算令和8年度

歳出の主な内容

22億7,859万1千円

令和8年度の主な事業

『急行・命を繋げ』（浪板）

藤村 和也さん（気仙沼市）

『ほたる川、再び』 （本吉町津谷川）

小野寺 清春 さん（南三陸町）

『朝焼け クルージング』 （大島 田中浜）

藤村 和也 さん（気仙沼市）

『小さな勇気、大きな翼』 （南町海岸～大島）

髙橋 克幸 さん（東京都文京区）

『ちょっとだけ気嵐“気仙沼の想い出撮れたかな”』

（魚市場岸壁） 植木 秀雄 さん（栃木県宇都宮市）

『神付く』（入谷八幡神社例大祭）

小原 智子さん（仙台市）

『愛宕神社祭典』 （大谷）

小野寺 洋樹 さん（気仙沼市）

『成長を願って』 （志津川 入谷神社境内）

藤島 純七 さん（仙台市）

『棒掛の列に実の秋を想う』 （入谷）

千葉 郁子 さん（南三陸町）

『抜穂祭』 （羽田神社の田んぼ）

畠山 真利子 さん（気仙沼市）

『冬の銀河に恋した夜』 （小泉海岸）

澁谷 貴代 さん（仙台市）

『天空の島』 （岩井崎）

藤原 栄一 さん（埼玉県春日部市）

令和8年２月9日に開かれた第236回組合議会定例会に

おいて、『令和8年度一般会計予算』が原案のとおり承認され

ましたので、そのあらましについてお知らせします。

〇 フォトコンテスト

〇 高規格救急自動車の更新

〇 消防ポンプ自動車の更新

○ 消防指揮車の更新

〇 気仙沼消防署本吉分署建設事業造成工事

○ 南三陸消防署職員待機宿舎解体工事

公債費

1億5,942万7千円

消防費

20億6,413万6千円

総務費

5,327万4千円

議会費

125万4千円
予備費

50万円

使用料及び手数料

69万5千円

県支出金

840万5千円
財産収入

10万４千円

繰入金

703万1千円

繰越金

100万円

107万1千円

分担金・負担金

２０億4,778万５千円

組合債

2億1250万円

公債費・予備費　1億5,992万7千円（7.02％）
組合債の返済金等

消防費　20億6,413万6千円（90.59％）
防災･消防･救急活動費・施設管理費等

総務費　5,327万4千円（2.34％）
一般事務費

議会費　125万4千円（0.05％）
組合議会運営費

諸収入

❷❸ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.3.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.3.1
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仙
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実 

さ
ん 

(石
巻
市
)

▽
「時
化
模
様
」

 

昆
野 

三
津
男 

さ
ん 

(気
仙
沼
市
)

▽
「ど
う
ぞ
。
」

 

小
野
寺 

清
春 

さ
ん  

(南
三
陸
町
)

▽
「第
八
太
喜
丸
、
サ
ン
マ
漁
へ
」

 

佐
藤

　信
生 

さ
ん 

(気
仙
沼
市
)

歳入

※（）内は構成比

総
額

一 般 予会 計 算令和8年度

歳出の主な内容

22億7,859万1千円

令和8年度の主な事業

『急行・命を繋げ』（浪板）

藤村 和也さん（気仙沼市）

『ほたる川、再び』 （本吉町津谷川）

小野寺 清春 さん（南三陸町）

『朝焼け クルージング』 （大島 田中浜）

藤村 和也 さん（気仙沼市）

『小さな勇気、大きな翼』 （南町海岸～大島）

髙橋 克幸 さん（東京都文京区）

『ちょっとだけ気嵐“気仙沼の想い出撮れたかな”』

（魚市場岸壁） 植木 秀雄 さん（栃木県宇都宮市）

『神付く』（入谷八幡神社例大祭）

小原 智子さん（仙台市）

『愛宕神社祭典』 （大谷）

小野寺 洋樹 さん（気仙沼市）

『成長を願って』 （志津川 入谷神社境内）

藤島 純七 さん（仙台市）

『棒掛の列に実の秋を想う』 （入谷）

千葉 郁子 さん（南三陸町）

『抜穂祭』 （羽田神社の田んぼ）

畠山 真利子 さん（気仙沼市）

『冬の銀河に恋した夜』 （小泉海岸）

澁谷 貴代 さん（仙台市）

『天空の島』 （岩井崎）

藤原 栄一 さん（埼玉県春日部市）

令和8年２月9日に開かれた第236回組合議会定例会に

おいて、『令和8年度一般会計予算』が原案のとおり承認され

ましたので、そのあらましについてお知らせします。

〇 フォトコンテスト

〇 高規格救急自動車の更新

〇 消防ポンプ自動車の更新

○ 消防指揮車の更新

〇 気仙沼消防署本吉分署建設事業造成工事

○ 南三陸消防署職員待機宿舎解体工事

公債費

1億5,942万7千円

消防費

20億6,413万6千円

総務費

5,327万4千円

議会費

125万4千円
予備費

50万円

使用料及び手数料

69万5千円

県支出金

840万5千円
財産収入

10万４千円

繰入金

703万1千円

繰越金

100万円

107万1千円

分担金・負担金

２０億4,778万５千円

組合債

2億1250万円

公債費・予備費　1億5,992万7千円（7.02％）
組合債の返済金等

消防費　20億6,413万6千円（90.59％）
防災･消防･救急活動費・施設管理費等

総務費　5,327万4千円（2.34％）
一般事務費

議会費　125万4千円（0.05％）
組合議会運営費

諸収入
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１．職員の任免及び職員数に関する状況

 ① 採用者・退職者
（1） 職員の任免

区　分
一般行政職

消　防　職

合　　　計

0人

4人

4人

0人

3人

3人

退職者数採用者数

３．職員給与の状況

（1） 職員給与費の状況（一般会計の当初予算）

区　分 職員数
（A）

給　　与　　費
給　料

２．人件費の状況（一般会計決算）

区　分
歳出額
（A）

千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円

令和６年度

206人令和７年度 797,804

職員手当

262,401

期末・勤勉手当 計（B） 
１人あたり
給与費
（ B/A ）

324,775 1,384,980 6,723

実質収支 人件費比率
（B／A）

人件費
（B）

2,296,227 28,258 1,608,779 70.1％

（参考）
R5年度の
人件費比率
80.0％

区　　　　分 平均給料月額
294,247円

324,547円

330,820円

332,237円

平均給与月額
323,838円

429,074円

424,419円

414,480円

平均年齢
44.1歳

38.4歳

42.3歳

41.9歳

（2） 部門別職員数の状況

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　特別職に支給される報酬は含みません。

※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当，通勤手当，住居手当などの
　手当を加えたものです。

事務局

美術館

消　防

正職員

正職員
会計年度
任用職員

会計年度
任用職員

正職員

6人

7人

187人

7人

7人

185人

△ 1人

5人 5人 0人

0人

1人 0人 1人

2人

206人 204人 2人

区　　分 職　　員　　数 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門

（2） 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（令和７年４月１日現在）

７．職員の勤務条件、服務、研修等の状況

（1） 勤務時間（一般職の標準的なもの）
勤務時間／1日

７時間45分

始業時刻

午前８時30分

終業時刻

午後５時15分

休憩時間
午後０時から
 午後１時まで

（3） 育児休業の状況（令和６年度）（3） 一般会計における特殊勤務手当
区　　　　　　分

（4） 一般会計における時間外勤務手当

令和６年度

令和５年度

全職種
支給実績（令和６年度決算）
手当の種類（手当数）
支給職員1人あたりの平均支給年額（令和６年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度決算）

1,986,200円
6種類

16,832円
57.6％

（5） 一般会計におけるその他の手当
区分

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

内　　　　　　　　  容

１　配偶者：3,000円，子：11,500円
２　その他の扶養親族：１人につき，6,500円
３　特定扶養（満16歳～22歳までの子）：
　　　 １人につき，5,000円加算
○　国の制度との異同：国と同じ

支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額
支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額

50,852,512円
266,243円

41,868,091円
219,204円

（令和７年４月１日現在）
職　　　名 区分 報酬額

管　　理　　者
副　管　理　者

年額
年額

69,000円
60,000円

職　　　名 区分 報酬額

リアス・アーク美術館
協議会委員 日額 7,400円

ふるさと市町村圏計画広域
活動計画策定住民協議会委員 日額 7,400円

教育長
委　員教育委員会 年額

日額
48,000円
7,400円

弁　護　士
知識経験者

情報公開・
個人情報保護
審査会委員議　長

副議長
議　員

年額
年額
年額

日額
日額

日額

7,400円
8,300円

56,000円
48,000円
46,000円

議　会

議会選出
識見を有
する者 地方公務員法第三条第

三項第二号及び第三号
に掲げる特別職の職員

予算の範囲内
で任命権者が
定める額

監査委員

日額
日額

30,000円
7,400円合　　計

令和７年度 令和６年度

一 般 行 政 職

消 防 職

宮城県（一般行政職）

　国　（一般行政職）

（令和７年４月１日現在）

（2） 休暇の種類など
種　類 内　　　　容

年次有給休暇 年20日取得可能
病気休暇 90日以内の必要な期間

その他の休暇 介　護　休　暇：６か月の範囲内で必要な連続した期間

特別休暇
（主なもの）

結　婚　休　暇：連続する７日以内
忌　引　休　暇：配偶者10日、血族の父母７日　等
夏　季　休　暇：６月から10月までの期間において３日以内
産前・産後休暇：産前８週間以内の期間，産後８週間
育児時間休暇：１日１時間又は１日２回，それぞれ30分

６．特別職の報酬等

区　分
取　得　者

男　性
14人

女　性
0人

計
14人

 ② 退職事由別退職者数
区　分
退職者数

定年退職
2人

勧奨退職
0人

自己都合退職など
1人

計
3人

 ③ 再任用の状況
区　分
再任用者数

新規任用
1人

任期更新
2人

計
3人

（4） 職員の分限及び懲戒の処分状況（令和６年度）
①分限処分
免　職
0人

休　職
0人

降　任
0人

降　給
0人

計
0人

②懲戒処分
免　職 停　職

0人0人
減　給
0人

戒　告
0人

計
0人

内
容

①高度救命処置手当  1回　1,000円
③機関手当 1回 100円
⑤救助業務手当 1回　200～500円

②救急業務手当 1回　100～200円
④災害業務手当 1回　200円
⑥救急艇出動手当 1回　200円

１　借家・借間に居住している職員：
　　　 28,000円を限度に家賃に応じて支給
○　国の制度との異同：国と同じ

１　交通機関などの利用者：
　　　 55,000円を限度に運賃に応じて支給
２　交通用具の利用者：
　　　 使用距離に応じて，2,000円～32,700円を支給
○　国の制度との異同：
　　　 １については，国と同じ
　　　 ２については，国は2,000円～31,600円を支給

定年退職△1人，自己都合
退職△1人，再任用契約満
了△1人，組合事務局解派
遣1人，新規採用4人

８．職員の健康管理及び
　　公務災害補償制度の状況（令和６年度）

９．公平委員会の状況（令和６年度）

（5） 職員の服務の状況

（6） 職員の研修と勤務成績の評定状況（令和６年度）
①職員研修の実施状況

②勤務成績の評定の状況

区　　　分

宮 城 県
消 防 学 校

受講者数
（延べ数）

研　修　名　等

その他（宮城県主催等）
救急救命東京研修所

区　　　分
定期健康診断（春季・秋季）

人間ドック等（脳検診含む）

各種検診（各種がん検診等）

受診者数（延べ数）
305人

68人

243人

　職員の服務規律に関しては，次の組合条例等に規定し，
公務員としての綱紀の保持に努めています。
①気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の服務に関
　する規則
②気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の服務の宣
　誓に関する条例
③気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の職務に専
　念する義務の特例に関する条例・規則

（1） 健康診断の状況

（2） 公務災害の認定状況
区　　　分
公　務　災　害

通　勤　災　害

認　定　件　数

0件

0件

消防大学校

危険物科
特殊災害科
初級幹部科
救急救命士再教育
救急隊員再教育
救助隊員再教育
女性消防吏員特別講習
幹部科
救急救命士養成
ハラスメント研修，市町村職員研修 ほか

専科教育

幹部教育

特別教育

総合教育

業務・能力・態度評価による人事評価結果を勤勉
手当に反映しています。

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
人事行政の運営等の状況について
　地方公務員法第58条の2及び気仙沼・本吉地域広域行政事務組合人事行政の運営等の
状況の公表に関する条例第４条の規定により，下記のとおり公表します。

４．職員数等の状況

（1） 一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級

主　事

職員数

令和7年度

8人

42.1％

２級

主　事

1人

5.3％

３級

主　査
主　任

2人

10.5％

４級

主　幹

1人

5.3％

５級
館　長
事務局
次　長

4人

21.1％

６級

主　幹

2人

10.5％

1人

5.3％

７級

事務局長
合計

19人

100％

標準的
な職務
内　容

（3） 職員の初任給の状況 （令和７年４月１日現在）

（令和７年４月１日現在）

５．職員手当の状況

（1） 期末手当・勤勉手当支給割合
区　分 手　当　の　内　容

職制上の段階，職務の級等による加算措置：5％～15％

区　分

期末手当

勤勉手当

計

6月期

1.250月分

1.050月分

2.300月分

12月期

1.250月分

1.050月分

2.300月分

年　計

2.500月分

2.100月分

4.600月分

増減（対前年度）

0.050月分

0.050月分

0.100月分

支
給
割
合

期末手当
勤勉手当

（2） 退職手当支給率
区　分 手　当　の　内　容

１　その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
２　1人あたり平均支給額：22,360千円

区　分

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年

19.6695月分

24.586875月分

28.0395月分

33.27075月分

勤続35年

39.7575月分

47.7090月分

最高限度額

47.7090月分

47.7090月分

支
給
率退職手当

（2） 消防職の級別職員数の状況
区分 １級

消防士

職員数

構成比

37人

19.8％

２級

消防士長

54人

28.9％

３級

31人

16.6％

４級

係　長主　査 消防長

27人

14.4％

５級

指揮隊長
出張所長
課長補佐
当直司令

27人

14.4％

６級
次　長
署　長
課　長
副参事
分署長

10人

5.3％

1人

0.5％

７級

合計

187人

100％

標準的
な職務
内　容

（令和７年４月１日現在）

（令和７年４月１日現在）

（令和７年４月１日現在）

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

220,000円

188,000円

251,800円

211,600円

区　　分 初任給

宮城県
（一般行政職）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

227,400円

196,100円

220,000円

188,000円
消　防　職 国

（一般行政職）

2人
2人
2人
2人
2人
2人
1人
1人
2人
301人

区　　　分
勤務条件に関する措置要求の状況

不利益処分に関する不服申し立ての状況

認　定　件　数
0件

0件
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１．職員の任免及び職員数に関する状況

 ① 採用者・退職者
（1） 職員の任免

区　分
一般行政職

消　防　職

合　　　計

0人

4人

4人

0人

3人

3人

退職者数採用者数

３．職員給与の状況

（1） 職員給与費の状況（一般会計の当初予算）

区　分 職員数
（A）

給　　与　　費
給　料

２．人件費の状況（一般会計決算）

区　分
歳出額
（A）

千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円

令和６年度

206人令和７年度 797,804

職員手当

262,401

期末・勤勉手当 計（B） 
１人あたり
給与費
（ B/A ）

324,775 1,384,980 6,723

実質収支 人件費比率
（B／A）

人件費
（B）

2,296,227 28,258 1,608,779 70.1％

（参考）
R5年度の
人件費比率
80.0％

区　　　　分 平均給料月額
294,247円

324,547円

330,820円

332,237円

平均給与月額
323,838円

429,074円

424,419円

414,480円

平均年齢
44.1歳

38.4歳

42.3歳

41.9歳

（2） 部門別職員数の状況

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　特別職に支給される報酬は含みません。

※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当，通勤手当，住居手当などの
　手当を加えたものです。

事務局

美術館

消　防

正職員

正職員
会計年度
任用職員

会計年度
任用職員

正職員

6人

7人

187人

7人

7人

185人

△ 1人

5人 5人 0人

0人

1人 0人 1人

2人

206人 204人 2人

区　　分 職　　員　　数 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門

（2） 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（令和７年４月１日現在）

７．職員の勤務条件、服務、研修等の状況

（1） 勤務時間（一般職の標準的なもの）
勤務時間／1日

７時間45分

始業時刻

午前８時30分

終業時刻

午後５時15分

休憩時間
午後０時から
 午後１時まで

（3） 育児休業の状況（令和６年度）（3） 一般会計における特殊勤務手当
区　　　　　　分

（4） 一般会計における時間外勤務手当

令和６年度

令和５年度

全職種
支給実績（令和６年度決算）
手当の種類（手当数）
支給職員1人あたりの平均支給年額（令和６年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度決算）

1,986,200円
6種類

16,832円
57.6％

（5） 一般会計におけるその他の手当
区分

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

内　　　　　　　　  容

１　配偶者：3,000円，子：11,500円
２　その他の扶養親族：１人につき，6,500円
３　特定扶養（満16歳～22歳までの子）：
　　　 １人につき，5,000円加算
○　国の制度との異同：国と同じ

支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額
支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額

50,852,512円
266,243円

41,868,091円
219,204円

（令和７年４月１日現在）
職　　　名 区分 報酬額

管　　理　　者
副　管　理　者

年額
年額

69,000円
60,000円

職　　　名 区分 報酬額

リアス・アーク美術館
協議会委員 日額 7,400円

ふるさと市町村圏計画広域
活動計画策定住民協議会委員 日額 7,400円

教育長
委　員教育委員会 年額

日額
48,000円
7,400円

弁　護　士
知識経験者

情報公開・
個人情報保護
審査会委員議　長

副議長
議　員

年額
年額
年額

日額
日額

日額

7,400円
8,300円

56,000円
48,000円
46,000円

議　会

議会選出
識見を有
する者 地方公務員法第三条第

三項第二号及び第三号
に掲げる特別職の職員

予算の範囲内
で任命権者が
定める額

監査委員

日額
日額

30,000円
7,400円合　　計

令和７年度 令和６年度

一 般 行 政 職

消 防 職

宮城県（一般行政職）

　国　（一般行政職）

（令和７年４月１日現在）

（2） 休暇の種類など
種　類 内　　　　容

年次有給休暇 年20日取得可能
病気休暇 90日以内の必要な期間

その他の休暇 介　護　休　暇：６か月の範囲内で必要な連続した期間

特別休暇
（主なもの）

結　婚　休　暇：連続する７日以内
忌　引　休　暇：配偶者10日、血族の父母７日　等
夏　季　休　暇：６月から10月までの期間において３日以内
産前・産後休暇：産前８週間以内の期間，産後８週間
育児時間休暇：１日１時間又は１日２回，それぞれ30分

６．特別職の報酬等

区　分
取　得　者

男　性
14人

女　性
0人

計
14人

 ② 退職事由別退職者数
区　分
退職者数

定年退職
2人

勧奨退職
0人

自己都合退職など
1人

計
3人

 ③ 再任用の状況
区　分
再任用者数

新規任用
1人

任期更新
2人

計
3人

（4） 職員の分限及び懲戒の処分状況（令和６年度）
①分限処分
免　職
0人

休　職
0人

降　任
0人

降　給
0人

計
0人

②懲戒処分
免　職 停　職

0人0人
減　給
0人

戒　告
0人

計
0人

内
容

①高度救命処置手当  1回　1,000円
③機関手当 1回 100円
⑤救助業務手当 1回　200～500円

②救急業務手当 1回　100～200円
④災害業務手当 1回　200円
⑥救急艇出動手当 1回　200円

１　借家・借間に居住している職員：
　　　 28,000円を限度に家賃に応じて支給
○　国の制度との異同：国と同じ

１　交通機関などの利用者：
　　　 55,000円を限度に運賃に応じて支給
２　交通用具の利用者：
　　　 使用距離に応じて，2,000円～32,700円を支給
○　国の制度との異同：
　　　 １については，国と同じ
　　　 ２については，国は2,000円～31,600円を支給

定年退職△1人，自己都合
退職△1人，再任用契約満
了△1人，組合事務局解派
遣1人，新規採用4人

８．職員の健康管理及び
　　公務災害補償制度の状況（令和６年度）

９．公平委員会の状況（令和６年度）

（5） 職員の服務の状況

（6） 職員の研修と勤務成績の評定状況（令和６年度）
①職員研修の実施状況

②勤務成績の評定の状況

区　　　分

宮 城 県
消 防 学 校

受講者数
（延べ数）

研　修　名　等

その他（宮城県主催等）
救急救命東京研修所

区　　　分
定期健康診断（春季・秋季）

人間ドック等（脳検診含む）

各種検診（各種がん検診等）

受診者数（延べ数）
305人

68人

243人

　職員の服務規律に関しては，次の組合条例等に規定し，
公務員としての綱紀の保持に努めています。
①気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の服務に関
　する規則
②気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の服務の宣
　誓に関する条例
③気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の職務に専
　念する義務の特例に関する条例・規則

（1） 健康診断の状況

（2） 公務災害の認定状況
区　　　分
公　務　災　害

通　勤　災　害

認　定　件　数

0件

0件

消防大学校

危険物科
特殊災害科
初級幹部科
救急救命士再教育
救急隊員再教育
救助隊員再教育
女性消防吏員特別講習
幹部科
救急救命士養成
ハラスメント研修，市町村職員研修 ほか

専科教育

幹部教育

特別教育

総合教育

業務・能力・態度評価による人事評価結果を勤勉
手当に反映しています。

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
人事行政の運営等の状況について
　地方公務員法第58条の2及び気仙沼・本吉地域広域行政事務組合人事行政の運営等の
状況の公表に関する条例第４条の規定により，下記のとおり公表します。

４．職員数等の状況

（1） 一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級

主　事

職員数

令和7年度

8人

42.1％

２級

主　事

1人

5.3％

３級

主　査
主　任

2人

10.5％

４級

主　幹

1人

5.3％

５級
館　長
事務局
次　長

4人

21.1％

６級

主　幹

2人

10.5％

1人

5.3％

７級

事務局長
合計

19人

100％

標準的
な職務
内　容

（3） 職員の初任給の状況 （令和７年４月１日現在）

（令和７年４月１日現在）

５．職員手当の状況

（1） 期末手当・勤勉手当支給割合
区　分 手　当　の　内　容

職制上の段階，職務の級等による加算措置：5％～15％

区　分

期末手当

勤勉手当

計

6月期

1.250月分

1.050月分

2.300月分

12月期

1.250月分

1.050月分

2.300月分

年　計

2.500月分

2.100月分

4.600月分

増減（対前年度）

0.050月分

0.050月分

0.100月分

支
給
割
合

期末手当
勤勉手当

（2） 退職手当支給率
区　分 手　当　の　内　容

１　その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
２　1人あたり平均支給額：22,360千円

区　分

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年

19.6695月分

24.586875月分

28.0395月分

33.27075月分

勤続35年

39.7575月分

47.7090月分

最高限度額

47.7090月分

47.7090月分

支
給
率退職手当

（2） 消防職の級別職員数の状況
区分 １級

消防士

職員数

構成比

37人

19.8％

２級

消防士長

54人

28.9％

３級

31人

16.6％

４級

係　長主　査 消防長

27人

14.4％

５級

指揮隊長
出張所長
課長補佐
当直司令

27人

14.4％

６級
次　長
署　長
課　長
副参事
分署長

10人

5.3％

1人

0.5％

７級

合計

187人

100％

標準的
な職務
内　容

（令和７年４月１日現在）

（令和７年４月１日現在）

（令和７年４月１日現在）

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

220,000円

188,000円

251,800円

211,600円

区　　分 初任給

宮城県
（一般行政職）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

227,400円

196,100円

220,000円

188,000円
消　防　職 国

（一般行政職）

2人
2人
2人
2人
2人
2人
1人
1人
2人
301人

区　　　分
勤務条件に関する措置要求の状況

不利益処分に関する不服申し立ての状況

認　定　件　数
0件

0件

❹❺ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.3.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.3.1



当
広
域
管
内
に
お
け
る
令
和
７
年
の
火
災
件

数
は
24
件(

前
年
比
５
件
増)

で
、
気
仙
沼
市
15

件
、
南
三
陸
町
９
件
で
し
た
。
火
災
種
別
は
建
物

火
災
が
11
件
、
次
い
で
そ
の
他
火
災
が
10
件
、
車

両
火
災
が
３
件
発
生
し
ま
し
た
。
出
火
原
因
は
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
含
む
電
気
に
関
係
す

る
火
災
が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
火
災

に
よ
る
死
者
は
２
人
(
昨
年
比
２
人
増
)
、
負
傷

者
は
５
人
(昨
年
比
３
人
増
)で
し
た
。

【電
気
火
災
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
電
気
コ
ー
ド
の
異
常
発
熱
、
出
火
が
多
く

あ
る
の
で
、
コ
ー
ド
の
上
に
重
い
も
の
を
置

か
な
い
。

【電
気
配
線
に
よ
る
火
災
】

家
人
が
自
分
で
コ
ン
セ
ン
ト
を
増
や
す
た
め

に
配
線
し
た
電
気
コ
ー
ド
か
ら
出
火
し
た
。

令
和
７
年
の
火
災
に
つ
い
て

令
和
７
年
の
救
急
に
つ
い
て

電
気
火
災
の
事
例
・対
策

大
規
模
な
地
震
に
備
え
て

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
！

救
急
車
の
適
正
利
用
に

　
　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

▽
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
で
使
用
し
な
い
、
延

長
コ
ー
ド
の
消
費
電
力
を
確
認
し
、
そ
れ

以
上
の
使
用
は
し
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震
の
揺
れ
を
感

知
し
た
と
き
に
、
ブ
レ
ー
カ
ー
や
コ
ン
セ
ン
ト

な
ど
の
電
気
を
自
動
的
に
止
め
る
器
具
で
す
。

不
在
時
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
避
難
す
る
余

裕
が
な
い
場
合
に
電
気
火
災
を
防
止
す
る
有

効
な
手
段
で
す
。
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
家
庭
に
合
っ
た
タ
イ
プ
を
選
び
、
設
置

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
７
年
の
救
急
件
数
は
、
過
去
最
多
を
記

録
し
た
前
年
と
同
様
に
、
２
年
連
続
で
４
０
０

０
件
を
超
え
、
救
急
出
動
は
４
０
１
３
件
で
、

３
６
９
１
人
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
日
平
均
約
11
回
救
急
車
が
出
動

し
、
圏
域
住
民
の
約
17
人
に
１
人
が
救
急
車
を

利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
前
年

と
比
較
す
る
と
、
出
動
件
数
で
１
３
９
件
、
搬

送
人
員
で
１
５
２
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
搬
送
人
員
の
割
合
と
し
て
、
事
故
種
別
で

は
急
病
が
全
体
の
約
70
％
、
年
齢
別
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
約
77
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
傷
病
程
度
別
で
は
入
院
加
療
が
必
要
な

重
症
が
約
11
％
、
中
等
症
が
約
55
％
に
対
し
、

入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
が
約
32
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
出
動
件
数
４
０
１
３
件
の
う
ち

不
搬
送
が
３
３
５
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
辞
退
・
拒
否
等
は
１
６
３
件
、
誤

報
・
い
た
ず
ら
等
に
よ
る
も
の
は
２
件
あ
り
ま

し
た
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の
た
め
に
救

急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
城
県
は
、
夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
や
け

が
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き
や
応

急
処
置
の
方
法
が
知
り
た
い
と
き
の
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
が
、
受
診
の
必
要
性
や
医
療
機
関

を
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

広域消防女性消防吏員活躍推進
オリジナルキャラクター

みなみちゃん かなえちゃん

 

令 和 ７ 年

出火原因割合

電気関係

7件 29％ 

その他 

12件 50％  

不明・調査中 

5件 21％ 

＜その他内訳＞

放火・たばこ・焼却・溶接

など各１件 

 実は一昨年も発生！

 

 注 意

コ
ン
セ
ン
ト
の
増
設
・交
換
、
配
線
の
変
更
・

接
続
は
電
気
工
事
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

     

分電盤タイプ(内蔵型) 分電盤タイプ(内蔵型)

約５～８万円 約２万円

電気工事が必要 電気工事が必要

簡易タイプ コンセントタイプ

3,000～4,000円程度 約5,000～２万円

電気工事が不要
電気工事が必要なもの
とコンセントに差し込む

だけのものがある
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1,500
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3,000

令和６年

令和７年

辞退・拒否等

163件

誤報・いたずら等

2件

明らかな

死亡

９3件

その他

59件

不搬送

335件

令和７年中の不搬送件数 ◆
お
と
な
救
急
電
話
相
談
　
♯
７
１
１
９

◆
こ
ど
も
夜
間
安
心
コ
ー
ル
　
♯
８
０
０
０

毎
　
日  

24  

時 

　
間

毎
　
日
　
19 

時 

〜 

翌 

８ 

時

広
域
消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ

　Ｒ

　コ

　ー

　ド

届出が必要なもの(炎をあげ、火の粉が発生するもの)

暖をとる行為 一般的なたき火 野焼き ひじきのボイル

たき火とは？

宝くじの助成金で備品を整備しました

＜整備された備品＞

・訓練用消火器  ２本

・模擬消火体験装置

（楽々消防隊 M 型、LP ガス容器含む）

届出が不要な行為でも、林野火災注意報・警報が発令され

ているときは、火の使用の制限を受けることがあります。

消 防 本 部 H P

バーベキュー 七輪やキャンプ用具での調理 わかめのボイル

届出が不要なもの(専用の器具により本来の使用方法で行うもの)

該 当

しない

林野火災注意報・警報の運用が開始されました

たき火の届出が明確化されました

林野火災（山火事）を防止するために林野火災（山火事）を防止するために

▲模擬消火体験装置と訓練用消火器

▲消火訓練の様子

令和７年２月２６日に岩手県大船渡市で発生した火災を受け、林野火災を防止するために令和８年１月１

日から「林野火災注意報」「林野火災警報」の運用を開始しました。これは、乾燥・強風時、雨量が

少ない時に発令され、火入れ、たき火、屋外での喫煙などの火の使用の制限を受けます。

発令した場合には、気仙沼市・南三陸町の公式LINE、防災行政無線での広報、消防本部ホームページへ

の掲載のほか、消防車両で巡回を行い警戒、周知を行っていきます。

詳しくは、消防本部ホームページのお知らせをご覧ください。

屋外での焼却行為は、火災との見間違

いの防止や取扱いについて注意・指導

を行うため消防署への届出が

必要です。

（たき火も届出が必要です）

❶火を使用する設備、器具を使わ

ないで火をたくこと、またはこれ

らの設備、器具による場合でも 

❷本来の使用方法によらないで

火をたくことや、 ❸炎を上げ、か

つ、 火の粉が飛散する場合を言い

ます。

一般財団法人自治総合センターから、令和7年度コミュニ

ティ助成事業の決定を受け、訓練用消火器や模擬消火訓練

装置などの備品を整備しました。

これらの備品は宝くじの社会貢献広報事業の一環として、

地域の防災組織育成を図るため、各種防災訓練などで活用

されます。

林野火災注意報・警報

に関する記事が閲覧

できます。

他車（隊）搬送

18件

❻広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.3.1❼ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.3.1



当
広
域
管
内
に
お
け
る
令
和
７
年
の
火
災
件

数
は
24
件(

前
年
比
５
件
増)

で
、
気
仙
沼
市
15

件
、
南
三
陸
町
９
件
で
し
た
。
火
災
種
別
は
建
物

火
災
が
11
件
、
次
い
で
そ
の
他
火
災
が
10
件
、
車

両
火
災
が
３
件
発
生
し
ま
し
た
。
出
火
原
因
は
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
含
む
電
気
に
関
係
す

る
火
災
が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
火
災

に
よ
る
死
者
は
２
人
(
昨
年
比
２
人
増
)
、
負
傷

者
は
５
人
(昨
年
比
３
人
増
)で
し
た
。

【電
気
火
災
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
電
気
コ
ー
ド
の
異
常
発
熱
、
出
火
が
多
く

あ
る
の
で
、
コ
ー
ド
の
上
に
重
い
も
の
を
置

か
な
い
。

【電
気
配
線
に
よ
る
火
災
】

家
人
が
自
分
で
コ
ン
セ
ン
ト
を
増
や
す
た
め

に
配
線
し
た
電
気
コ
ー
ド
か
ら
出
火
し
た
。

令
和
７
年
の
火
災
に
つ
い
て

令
和
７
年
の
救
急
に
つ
い
て

電
気
火
災
の
事
例
・対
策

大
規
模
な
地
震
に
備
え
て

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
！

救
急
車
の
適
正
利
用
に

　
　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

▽
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
で
使
用
し
な
い
、
延

長
コ
ー
ド
の
消
費
電
力
を
確
認
し
、
そ
れ

以
上
の
使
用
は
し
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震
の
揺
れ
を
感

知
し
た
と
き
に
、
ブ
レ
ー
カ
ー
や
コ
ン
セ
ン
ト

な
ど
の
電
気
を
自
動
的
に
止
め
る
器
具
で
す
。

不
在
時
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
避
難
す
る
余

裕
が
な
い
場
合
に
電
気
火
災
を
防
止
す
る
有

効
な
手
段
で
す
。
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
家
庭
に
合
っ
た
タ
イ
プ
を
選
び
、
設
置

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
７
年
の
救
急
件
数
は
、
過
去
最
多
を
記

録
し
た
前
年
と
同
様
に
、
２
年
連
続
で
４
０
０

０
件
を
超
え
、
救
急
出
動
は
４
０
１
３
件
で
、

３
６
９
１
人
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
日
平
均
約
11
回
救
急
車
が
出
動

し
、
圏
域
住
民
の
約
17
人
に
１
人
が
救
急
車
を

利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
前
年

と
比
較
す
る
と
、
出
動
件
数
で
１
３
９
件
、
搬

送
人
員
で
１
５
２
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
搬
送
人
員
の
割
合
と
し
て
、
事
故
種
別
で

は
急
病
が
全
体
の
約
70
％
、
年
齢
別
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
約
77
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
傷
病
程
度
別
で
は
入
院
加
療
が
必
要
な

重
症
が
約
11
％
、
中
等
症
が
約
55
％
に
対
し
、

入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
が
約
32
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
出
動
件
数
４
０
１
３
件
の
う
ち

不
搬
送
が
３
３
５
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
辞
退
・
拒
否
等
は
１
６
３
件
、
誤

報
・
い
た
ず
ら
等
に
よ
る
も
の
は
２
件
あ
り
ま

し
た
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の
た
め
に
救

急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
城
県
は
、
夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
や
け

が
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き
や
応

急
処
置
の
方
法
が
知
り
た
い
と
き
の
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
が
、
受
診
の
必
要
性
や
医
療
機
関

を
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

広域消防女性消防吏員活躍推進
オリジナルキャラクター

みなみちゃん かなえちゃん

 

令 和 ７ 年

出火原因割合

電気関係

7件 29％ 

その他 

12件 50％  

不明・調査中 

5件 21％ 

＜その他内訳＞

放火・たばこ・焼却・溶接

など各１件 

 実は一昨年も発生！

 

 注 意

コ
ン
セ
ン
ト
の
増
設
・交
換
、
配
線
の
変
更
・

接
続
は
電
気
工
事
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

     

分電盤タイプ(内蔵型) 分電盤タイプ(内蔵型)

約５～８万円 約２万円

電気工事が必要 電気工事が必要

簡易タイプ コンセントタイプ

3,000～4,000円程度 約5,000～２万円

電気工事が不要
電気工事が必要なもの
とコンセントに差し込む

だけのものがある
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辞退・拒否等

163件

誤報・いたずら等

2件

明らかな

死亡

９3件

その他

59件

不搬送

335件

令和７年中の不搬送件数 ◆
お
と
な
救
急
電
話
相
談
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７
１
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９

◆
こ
ど
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夜
間
安
心
コ
ー
ル
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毎
　
日  

24  
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間

毎
　
日
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時

広
域
消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
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Ｑ
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　コ
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届出が必要なもの(炎をあげ、火の粉が発生するもの)

暖をとる行為 一般的なたき火 野焼き ひじきのボイル

たき火とは？

宝くじの助成金で備品を整備しました

＜整備された備品＞

・訓練用消火器  ２本

・模擬消火体験装置

（楽々消防隊 M 型、LP ガス容器含む）

届出が不要な行為でも、林野火災注意報・警報が発令され

ているときは、火の使用の制限を受けることがあります。

消 防 本 部 H P

バーベキュー 七輪やキャンプ用具での調理 わかめのボイル

届出が不要なもの(専用の器具により本来の使用方法で行うもの)

該 当

しない

林野火災注意報・警報の運用が開始されました

たき火の届出が明確化されました

林野火災（山火事）を防止するために林野火災（山火事）を防止するために

▲模擬消火体験装置と訓練用消火器

▲消火訓練の様子

令和７年２月２６日に岩手県大船渡市で発生した火災を受け、林野火災を防止するために令和８年１月１

日から「林野火災注意報」「林野火災警報」の運用を開始しました。これは、乾燥・強風時、雨量が

少ない時に発令され、火入れ、たき火、屋外での喫煙などの火の使用の制限を受けます。

発令した場合には、気仙沼市・南三陸町の公式LINE、防災行政無線での広報、消防本部ホームページへ

の掲載のほか、消防車両で巡回を行い警戒、周知を行っていきます。

詳しくは、消防本部ホームページのお知らせをご覧ください。

屋外での焼却行為は、火災との見間違

いの防止や取扱いについて注意・指導

を行うため消防署への届出が

必要です。

（たき火も届出が必要です）

❶火を使用する設備、器具を使わ

ないで火をたくこと、またはこれ

らの設備、器具による場合でも 

❷本来の使用方法によらないで

火をたくことや、 ❸炎を上げ、か

つ、 火の粉が飛散する場合を言い

ます。

一般財団法人自治総合センターから、令和7年度コミュニ

ティ助成事業の決定を受け、訓練用消火器や模擬消火訓練

装置などの備品を整備しました。

これらの備品は宝くじの社会貢献広報事業の一環として、

地域の防災組織育成を図るため、各種防災訓練などで活用

されます。

林野火災注意報・警報

に関する記事が閲覧

できます。

他車（隊）搬送

18件
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③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

現
場
写
真
と
被
災
物
に
解
説
を
添
え
、
過

去
の
津
波
の
資
料
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

４
月
８
日
㊌
〜
５
月
31
日
㊐

食
と
地
域
の
暮
ら
し
展 V

o
l.9

 

　

わ
が
青
春
の
気
仙
沼
市
役
所
物
語

私
た
ち
の
生
活
を
66
年
に
わ
た
っ
て
支
え
て

き
た
現
庁
舎
の
写
真
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
通

じ
、
そ
の
歴
史
や
価
値
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

６
月
13
日
㊏
〜
８
月
30
日
㊐

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

　
　V

o
l.9

2

星 

和
真 

展 

(山
形
県
在
住
)

動
物
や
風
景
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
抽
象
化
し

た
油
彩
画
を
制
作
し
て
い
る
作
家
で
す
。
約
25
点

の
油
彩
画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

　
　V

o
l.9

3
石
川
優
太 

展 

(岩
手
県
在
住
)

絵
画
を
制
作
し
つ
つ
、
和
食
料
理
店
を
営
む

異
色
の
作
家
で
す
。
人
体
や
生
命
を
テ
ー
マ
と
し

た
作
品
約
25
点
を
紹
介
し
ま
す
。

お
問

合
せ

先
／

気
仙

沼
・本

吉
地

域
広

域
行

政
事

務
組
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0
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城
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仙
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E
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発
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吉
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広
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行
政
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務

組
合

編
集

＝
同

組
合

事
務
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／

消
防

本
部

／
リ

ア
ス

・ア
ー

ク
美

術
館
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o
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広
報

広
域

）

■ 気仙沼・南三陸フォトコンテスト入賞作品・・・・・・・・・❷
■ 令和８年度組合一般会計予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❸
■ 人事行政の運営等の状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・❹
■ 広域消防 令和７年消防統計・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❻
■ 林野火災（山火事）を防止するために ・・・・・・・・・・・・・・・❼
■ リアス･アーク美術館からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・❽

けせんぬま・もとよし

広報
広域

『 神割崎、光の狭間 』 （神割崎）

荒谷 拓実 さん （石巻市）

発行／気仙沼・本吉地域広域行政事務組合

（気仙沼市赤岩五駄鱈 43-2／TEL：0226-22-9111）

フォトコンテスト

入賞作品決定

RIA
S A
RK
 M
USEUM

 OF A
RT

ア
リ

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

!

現
在
の
管
理
運
営
は
、
気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の

一
市
一
町
(
圏
域※

)
で
構
成
す
る
気
仙
沼･

本
吉
地

域
広
域
行
政
事
務
組
合
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
「気
仙
沼
市
」が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

開
館
当
時
設
立
し
た
基
金
残
高
の
減
少
と
各
市

町
の
出
資
金
を
財
源
と
す
る
次
期
活
動
計
画
の
策

定
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
現
行
の
活
動
計
画
が
終
了

と
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
移
管
と
な
り
ま
す
。

円
滑
な
移
管
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
「
リ
ア
ス･

ア
ー

ク
美
術
館
移
管
準
備
担
当
者
検
討
委
員
会
」
を
開
催

し
、
規
約
や
条
例
の
制
定
、
改
廃
、
組
織
機
構
・
運
営

体
制
な
ど
の
確
認
や
課
題
を
解
決
す
る
複
数
の
部

会
に
よ
り
、
各
種
の
対
応
方
針
・
方
策
等
の
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
気
仙
沼
市
に
よ
る
管

理
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

※

開
館
の
平
成
６
年
当
時
、
圏
域
は
気
仙
沼
市
、
志
津

川
町
、
津
山
町
、
本
吉
町
、
唐
桑
町
、
歌
津
町
の
一
市
五
町

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

展
覧
会
事
業
な
ど
は
、
移
管
後
も
大
き
な

変
化
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
過
去
の
蓄
積
を
最
大
限
活
用
し

て
い
く
と
い
う
指
針
に
よ
る
も
の
で
、
公
募

や
常
設
展
で
の
紹
介
地
域
の
対
象
エ
リ
ア

も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
南
三
陸
町
を
範

囲
に
含
み
ま
す
。

ま
た
、
圏
域
(気
仙
沼
・南
三
陸
)内
の
小
、

中
学
生
に
配
布
し
て
い
る
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー

ト
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

三
陸
地
域
の
歴
史
・
生
活
文
化
を
【
食
】
を

軸
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
　

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示
　
　

東
北
・
北
海
道
を
中
心
と
し
た
当
館
ゆ
か

り
の
美
術
家
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

当
館
主
催
の
市

民
参
加
型
文
化
祭
。

表
現
活
動
を
行
う

方
々
の
絵
画
・
写

真
・
手
工
芸
等
の
展

示
や
楽
器
演
奏
会

な
ど
を
週
替
わ
り

で
紹
介
し
ま
す
。

11
月
11
日
㊌
〜
12
月
５
日
㊏

リ
ア
ス
・ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展 

気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学
生
を

対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。
夏
休

み
明
け
に
学
校
を
通
じ
て
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
賞
品
も
あ
り
ま
す
よ
！

令
和
９
年 

２
月

６
日
㊏
〜
３
月

22
日
㊊
㊗

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

　
　V

o
l.9

4

菅
野
麻
衣
子 

展 

(岩
手
県
在
住
・絵
画
)

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

　
　V

o
l.9

5

佐
野
美
里 

展 (宮
城
県
在
住
・木
彫
)

＊
他
に
も
市
立
小
中
学
校
作
品
展
な
ど
の
共
催
展
や

当
館
主
催
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
な
ど
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が
、
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
「
令
和
８
年
度

展
覧
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
展
覧
会
の
会
期
等
は
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
事
前
に
チ
ラ
シ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

展
覧
会
予
定

気
仙
沼
市
へ
の
移
管
に
つ
い
て

常
設
展
生
活
史
・美
術
・災
害
史

企
画
展 

絵
画
・彫
刻
・資
料
写
真
・文
化
祭

令
和
８
年
度

既
報
の
と
お
り
４
月
か
ら
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
が

当
広
域
組
合
か
ら
気
仙
沼
市
へ
移
管
さ
れ
ま
す
。

新
！
方
舟
祭
２
０
２
６

９
月

25
日
㊎
〜
1１
月

１
日
㊐

美
—開 館 時 間—

午前９時30分～午後５時
※最終入館は午後４時30分まで

—休 館 日—

月･火曜日、祝日の翌日（土日祝除く）

月曜祝日振替休館（同週の水曜日）

年末年始・メンテナンス休館

—常 設 展 観 覧 料—

一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円

高校生：500（400）円

小･中学生：350（250）円
※（）は 20 名以上の団体料金

※圏域内小中高生はﾌﾘｰﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ利用で無料！

—所 在— ・ —お 問 合 せ 先—

〒988-0171気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611

FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com

http://www.riasark.com

4月よりホームページ・Ｅメール

　アドレスが変わります。ご注意

　　ください！新アドレスはこちら

ホームページ

Ｅメール

❽広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.3.1


